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 The skyscrapers built by recent redevelopment seem to have found value in being new and clean. If 
it is just a new charm, then the next time a new building is built, people will not be able to come close, 
just development will be repeated. We consider importance of historical importance and consider 
development that takes into account the historical order of urban space created with the times. To clarify 
this, we will conduct a comparative study of Tokyo urban space  
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１． はじめに 
近年の再開発によって建てられる超高層ビルは、新し
くきれいであることに価値が見出されているように感じ
る。新しいだけの魅力であるならば、次に新しいビルが
建つとたちまち人が寄り付かなくなり、ただ開発が繰り
返されるだけである。歴史性を重要視し、時代と共につ
くりだされた都市空間の歴史的秩序に配慮した開発が必
要であると考える。これを明確にするため、東京都市空
間の比較研究を行うこととする。 
研究方法は、今日の東京都市空間を形成するに至った
都市計画や災害、法改正といった時代の切断面から、都
市空間がどのように移り変わっていったのかを考察する。
対象地区は丸の内を中心として、江戸時時代の武家地か
ら官庁街となった霞ヶ関、町人地から商業地となった銀
座の 3地区を比較する。 
 
２． 江戸～明治期 
(１) 江戸の原風景 
(２) 家康の江戸入府 
(３) 武家地と町人地の形成 
 江戸時代に家康によって土地利用が分けられ、敷地割
りがなされる。丸の内と霞ヶ関は武家地、銀座は町人地
となった。丸の内の街区構成、敷地割りは合理的で、街
区幅が京間 120間(約 240ｍ)、その間を 2分割するように
敷地の境界線が引かれ、京間 60間の敷地が明確化された。
町人地である銀座は、京間 60間四方の街区で形成された。 
(４) 江戸の大火 
(５) 銀座大火・不燃化都市への展望 
(６) 銀座煉瓦街の建設 
(７) 官庁集中計画 
(８) 東京市区改正条例 
 丸の内は東京市区改正条例をきっかけに民間に払い下
げられ、赤煉瓦街が形成された。 
(９) 丸の内の払い下げと赤煉瓦街の形成 
 
 
図 1 武家地、町人地の敷地割り 
 
 
３． 大正期～戦後 
(１) 関東大震災の被害 
(２) 震災復興 
(３) 関東大震災以前の官庁施設 
 大正 12(1923)年に起きた関東大震災は、官庁建築が霞
ヶ関地区に集中するきっかけとなった。それ以前の霞ヶ
関の官庁施設はわずかで、大手町や木挽町に多く点在し
ていた。これらが震災で膨大な被害を受けたことで昭和
初期から官庁建築が霞ヶ関地区に新築されていく。 
(４) 東京大空襲の被害 
(５) 戦争の締結と終戦後 
 
４． 高度成長期～2000 年代 
(１)丸の内総合開発計画 
 丸の内では丸の内総合改造計画に基づき、軒高 31ｍに
揃った丸の内スカイラインを形成する。 
(２)霞ヶ関一団地計画 
霞ヶ関地区は霞ヶ関一団地計画に基づいて今日の官庁
街を形成していった。 
(３)1963年の容積率導入による都市の変化 
 1963(昭和 38)年の容積率制度の導入で高層ビルの建設
が可能となった。丸の内の東京海上ビルディングが高さ
100m、霞ヶ関の霞ヶ関ビルディングが 147m の高さで建
てられる。これにより丸の内のスカイラインは崩壊する
こととなる。 
 
 
図２ 1974年頃の丸の内 
 
(４)都市再生特別措置法と 200年代都市 
 
 
 
 
図３ 大名小路(上)とお堀端(下)の建物高さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(５)銀座ルールと都市景観 
銀座では独自の銀座ルールによって建物高さが 56ｍに
制限された。都市再生特別措置法で高層ビルの建設が可
能になるが、ルールの改訂によって高さ 56ｍ制限は守ら
れた。 
 
 
図 4 銀座ルールにおける建設可能ボリューム 
 
５． 結論 
  東京都市は江戸の町割りと明治期の都市計画が骨格と
なっている。高度成長期以降はそれぞれの地区ごとの計
画と法改正によって、都市空間が更新されていった。 
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